
１０１ 明治時代 紡績業と製糸業 

          

 

               ( 松 方 デ フ レ )  

･緊縮財政と増税をして、政府の保有正貨(金銀)を増やす。 

･インフレ抑制のため、増税で吸い上げた太政官札･国立銀行券を焼却。貨幣量を減らす。 

･1882日本銀行を設立、国立銀行の 紙幣発行権を取り上げ 、普通銀行に転換。 

 

･1885 銀本位制 確立                    農村困窮 

 日本銀行券は 兌換紙幣 で信用確立    デフレで地租が実質増税、不況で繭価暴落 

 利息が下がって借りやすくなる。      民権激化事件( 服着たカバさん 鼻血ブー ) 

→1886～1890 企業勃興ブーム        →没落農民、  都市に流れて賃金労働者     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1890 企業勃興の反動で 1890年恐慌  

1895 下関条約で３億６千万円の賠償金 

1897 貨幣法 制定で 金本位制 確立 

 

1900 過剰生産による初の 資本主義恐慌  

いやあ苦難の道のり金本位 

 

1877 西南戦争中に第 1回内国勧業博覧会 

   臥雲辰致 が ガラ紡 発明 

 

 

 農民が 飛び杼 を導入で手織り増加 

 

 

1883 渋沢栄一 が 大坂紡績会社 設立 

 

 

 

 

 

愛知県の 豊田佐吉 が 国産力織機   

 

1896 造船奨励法  ･  航海奨励法   

 

1897 綿糸輸出額が輸入額を越えた 

いやあ苦難の道のり産業革命 

1909 綿布の輸出額が輸入額を越えた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1858 安政の五か国条約 

 

→簡単な手動装置による 座繰製糸  普及  

 

1884 輸入機械に学んで在来技術を改良し 

 た 器械製糸   の小工場が水のきれい 

 な 長野県 ･山梨県の農村地帯に続々。 

 

  生糸は最大の 外貨獲得 産業 

 

紡績業 輸入機械 輸入綿花 

製糸業 国産器械 国産の繭 

 

 

1909 生糸輸出額が清
シン

国を越して世界一に 


